
任務内容  

募集テーマ 
あなたの力を商店街の復興のために貸してください！ 

「まちなか復興支援員」 

活動エリア 氷見市中央町商店街周辺 

受入先 氷見市中央町商店街振興組合 

受入先紹介 

氷見市中央町はその名の通り、氷見市の中心市街地にあり、道路沿いに商店が

建ち並ぶ地域です。中央町商店街振興組合は昭和 46年 1月に商店街の振興を目的

として設立された組合です。 

 特徴的な取組みとしては、エリア価値の向上を目的に平成 29年よりマルシェを

開催しており、直近 5年間で新規出店者が 10店舗以上にものぼります。また、団

体の運営は地域住民と若手移住者が行っています。 

現状と課題 

現在約 60 軒の会員がいますが、高齢化問題や能登半島地震の影響もあり、会員

が減少し、空き家や空き店舗も増加し、街の記憶の継承が困難になってきています。 

そのような中、商店街のビル２棟が能登半島地震で大きな被害を受けたため、公

費解体していく方針が決まりました。16世帯の店舗（住居）が対象となり影響も大

きいため、これを踏まえて商店街の今後について、検討していく必要が生じていま

す。 

そこで、跡地利用の検討とその後のまちづくりについて、住民の合意形成や大学

教授等（東京科学大学真野先生）などの協力者との橋渡しを担い、まちづくりの方

針を市や大学とともに考え、つなぎ役になっていただける人材を求めています。 

主な任務 

・公費解体後の跡地利用、まちづくりに関する住民意向の調査と方針の検討 

・震災復興に関する先行事例の調査  

・住民の話し合いや合意形成のサポート 

・震災前の景観の記録収集と保存、家屋等の活用方法検討 

（家屋実測、模型作成、古材の再利用促進など） 

３年間の 

イメージ 

１年目 

・公費解体後の跡地活用に関する住民意向の調査、活用方針検討 

・復興に向けたデータ収集、先進地視察（現状把握、震災前の記録） 

・住民の話し合いや合意形成のサポート 

（ワークショップ、意見聴取、取壊後の追跡調査など） 

２年目 

・公費解体跡地の活用方針の関係者での合意 

・住民の話し合いや合意形成のサポート 

（ワークショップ、意見聴取、取壊後の追跡調査など） 

・解体される家屋（古材）を活用した空き店舗のリノベーション設計、

DIY工事等の実施 

３年目 

・公費解体跡地の（暫定）利用開始、実証実験等への協力 

・住民の話し合いや合意形成のサポート 

（ワークショップ、意見聴取、取壊後の追跡調査など） 

・解体される家屋（古材）を活用した空き店舗のリノベーション設計、

DIY工事等の実施 



３年後までに

達成してほし

い目標 

・公費解体後の跡地利用に関する長期展望（ビジョン）が作成され、住民・市の合

意形成が取れていること。 

・（可能であれば）具体的な事業として、中央町商店街の空き店舗や解体跡地の暫

定的な利活用が進んでいること。 

任期終了後 

のイメージ 

中央町商店街において、活動期間中の知見を活かしながら 

・空き家等を活用した新規ビジネス 

・既存店舗の継業 

・建築設計事務所の起業（建築士資格持ちの場合） 

などの仕事を生みだしてほしい。 

そのうえで、任期後もまちづくりに地域の一員として携わってもらいたい。 

１週間の 

活動イメージ 

（初年度） 

月 連携する大学の研究室及び市役所、関係者とのミーティング 

火 ワークショップ開催準備（資料作り） 

水 公費解体跡地利活用に関するワークショップの開催 

木 ワークショップの記録まとめ、情報発信 

金 休み 

土 解体家屋（の資材）を活かした設計、他自治体の復興事例調査 

日 休み 

1日の活動 

イメージ 

（初年度） 

8:30～10:00 復興支援を行う大学の研究室とオンラインミーティング 

10:00～12:00 氷見市役所の復興担当とミーティング 

12:00～13:00 昼休憩 

13:00～15:00 中央町商店街メンバーとワークショップ打ち合わせ 

15:00～17:15 ワークショップの資料作成  

求める人物像 

能力・ 

性格 

・地域住民と丁寧にコミュニケーションを取ることができる方 

・住民の思いを具体的な絵や模型等を用いてまとめることができる方 

・「まちづくり」への関心と基礎知識を持っている方 

経験・ 

資格 

・大学等で建築学を専攻した経験 

・一級建築士もしくは二級建築士の資格 

※あれば望ましいですが、未経験、未資格でも歓迎します。 

 


